
2026

2/14(土)
開場13:30 開演14:00

横浜開港記念館

横浜がん哲学外来18周年＆第8回日本MedicalVillage学会
合同シンポジウム

みなとみらい線「日本大通り駅」

1番出口 目の前

申込QRコード

お問合せ電話

03-3453-6210（NPO人生まるごと支援）

主催：第8回日本MedicalVillage学会(大会長 内田由美子）

横浜がん哲学外来・カフェ(代表 内田由美子)

共催：一般社団法人 がん哲学外来

協賛：廣(株)和み訪問看護ステーション・訪問看護ステーションぶどう

NPO法人 人生まるごと支援

14：10～14：40

基調講演

『言葉の処方箋』

樋野興夫 先生

プロフィール

一般社団法人 がん哲学外来 名誉理事長

順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長

日本 Medical Village 学会 理事長

主な著書：

「いい覚悟で生きる」

「われ21世紀新渡戸とならん」など多数

15：15～15：55

パネルディスカッション：院外で初めて発祥の地・横浜
【進行係】 三国浩晃

【パネラー】溝口 修 東鷲宮聖書フォーラム代表(元横浜がん哲学外来代表)

陣川チヅ子 ふれあいの家居宅介護支援ステーション管理者

糸川幸杞 ケアーショップアイ・ティー・オー専務取締役(元横浜がん哲学外来副代表)

内田由美子 廣(株)代表 和み訪問看護ステーション(現横浜がん哲学外来･カフェ代表)   

いい覚悟で生きる

横浜開港発祥の説明
秋月隼人（のんきなカチガラス）

参加費無料
定員300名

樋野先生へがん哲学外来の

発祥･開港についてのインタビュー
(インタビュアー 三国浩晃)

14:40～15:00

14:05～14:10


